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景観資産の名称 

大野ダムが形づくる水辺景観 

～人々が集い、ふれあう虹
にじ

の湖
こ

のほとり～ 

申 請 者 美山町大野振興会 会長 小寺 董彦 

 

代表写真 

  

 

１ 位置及び範囲 
  

 

【位置】             【登録範囲と範囲設定の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野ダム一帯は、大野ダム、虹の湖(ダム湖)、南丹市美山大野ダム公園及び左岸の遊

歩道が一体的な景観を形成しており、この大野ダム一帯を登録範囲とします。 

（約２０ha） 

大野ダム公園 
虹
の
湖 

南丹市 



 

景観に配慮された大野ダムの堤頂部 

２ 自然、歴史、文化等からみた特性 

 

□景観資産の魅力 

大野ダムは、由良川上流の京都府南丹市美山町樫原に位置し、最大流入量２,４００㎥/s

を１,４００㎥/s へ低減する洪水調整と最大出力１１,０００kw、常時出力８００ｋｗの発

電を目的とする多目的ダムで、高さ６１.４ｍ、堤頂長３０５.０ｍの重力式コンクリートダ

ムです。昭和３２年１１月建設工事に着手し、昭和３６年１１月竣工、翌３７年４月より

京都府に移管され、管理運営されています。 

 

大野ダムは、戦後初期のダム工事において高炉セメントが使用された貴重な事例である

とともに、堤体内に大口径高圧ラジアルゲートを内蔵するという、近年における多目的ダ

ムの原形ともいえる機能が組み込まれた日本最初の重力式コンクリートダムであり、近代

土木遺産としての価値を有するダム

です。 

 また、ダム堤頂部について、高欄の

手すりには鉾を象徴した造形がされ

るとともに、側面には銃眼をモチーフ

としたデザイン等が施されています。

当時の技術者が、山紫水明の地である

美山・大野の景観に配慮し、古城のデ

ザインをヒントとして、堤頂部の連続性を表現することにより、シンプルに仕上げるとと

もに、周辺景観との調和を図る試みがなされています。 

 

大野ダムによってできたダム湖である「虹の湖」のほとりには、ダム建設時に地域振興

等を願って２,６００本のさくら、もみじが植栽され、現在では、春のさくら、夏の緑、秋

のもみじ、冬の雪景色と四季折々の自然美と融合して、すばらしい景観を見せてくれます。 

また、虹の湖の上流域には、７つの色に彩色された７つの橋が架けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪化粧をした大野ダム 新緑に映える大野ダム 



 

 

大野ダムに隣接する南丹市美山大野ダム公園は、昭和５０年代後半、ダム建設時に植え

られたさくらが生長して桜の名所となりつつある中、大野地区のむらおこし拠点として整

備の気運が高まり、昭和６０年、当時の美山町町制３０周年を記念してさくらともみじが

約１,０００本植樹され、以後順次整備されました。春のさくら、秋のもみじは大野ダムと

虹の湖により一層映え、美山・大野の大きな魅力となり、先人の願いが結実しています。 

 

大野ダム公園では、有料ですが、遊覧船

やボートで虹の湖からの眺めを楽しむこ

ともできます。 

また、大野ダム公園内は、自然の景観を

壊すことなく施設が整備され、誰もが気軽

に訪れることのできる景勝地となってお

り、また、多くの写真愛好家が季節ごとに

訪れる良好な自然景観を形成しています。 

 

 虹の湖の左岸には遊歩道が整備され、大野ダム、大野ダム公園と虹の湖が一体となった

景観を眺めることができ、多くの来訪者に親しまれています。 

 

□自然的特性 

 南丹市美山町樫原は、京都府中部、芦生原生林を源とする由良川の上流域にあり、冬季

に積雪の多い日本海側の気候に属します。 

 

大野ダムの虹の広場には、キンラン・ヤマユリ・タカサゴユリ群生・タマミズキ・ウワ

ミズザクラなど、美山の自然にふさわしい特徴ある植生を示し、近くには大原神社の大欅

（京都の自然２００選）、滝神社の樫の巨木が生育しています。また、一般的には季節に

より水量が変わることからダムの水際には植生が育ちませんが、大野ダムは 50 年の歴史

の中で水際の植生が育っています。 

 

 虹の湖には、ニゴイ・カマツカ・オイカワ・スゴモロコ・アユなどが生息しています。 

 

 大野ダム周辺は様々な環境要素があることから、オオルリ・ホトトギスからツバメ・ス

ズメ、カイツブリ・アオサギなど多様な種類の鳥類が確認されています。 

ボートで楽しむ虹の湖 



 

 

□ 歴史・文化的特性 

由良川中・下流域は、古来よりその地形的特徴から洪水被害を幾度も受けてきました。 

これを尐しでも軽減するためダムによる洪水調整が着目され、併せて舞鶴港周辺の電力

需要に応じる由良川河水統制事業が昭和１８年に計画され、上流に重力式ダム建設計画が

立案されました。この計画は第２次世界大戦の影響で中止されましたが、昭和２２年から

の由良川直轄管理により由良川改修計画とあわせて洪水調整計画が見直され、昭和２６年

度から近畿地方建設局(現 近畿地方整備局)由良川工事事務所に大野出張所を設置し、ダム

建設の予備調査に着手されました。 

 

昭和２８年９月には、台風１３号による大洪水が発生し、未曾有の大災害（当時の北桑

田地方事務所管内で死者１２名、負傷者５５名）をもたらしました。その被害を目の当た

りにし、将来にわたって由良川下流域の洪水被害を軽減するため、大野地区の人々は家屋

等の移転にも理解をしました。大野ダムは昭和３２年１１月から洪水調節を行うダムとし

て建設工事が進められ、昭和３６年１１月に完成しました。 

  

平成１６年１０月には、台風２３号が京都府を通過し、府北中部

の各地で総雨量が３００ｍｍを超え、府内では昭和２８年の台風 

１３号以来の記録的な豪雨となり、河川の氾濫や土砂災害が発生

し、大きな被害をもたらしました。 

 大野ダムでは、上流に降った猛烈な雨により水位が上昇、数時間

後にはダムに貯留できる最高水位を超えることが予想されました

が、下流でバスが孤立していることが判ったため、人命を最優先に

考え、関係機関と連携し、限界ぎりぎりまで洪水をダムに貯め

て放流量を抑えるという調節が行われました。 

 

昭和３６年の完成から今日まで、降雨によ

る出水に対して大野ダムの多くの洪水調 

節により、福知山市をはじめとした下流域の

洪水被害の軽減に大きな効果を発揮してい

ます。 

 

□周辺環境との関係 

 大野ダムと標高１７７ｍ（サーチャージ水位＋２ｍ）以下の河川敷等については、京都

府大野ダム管理事務所が管理を行っています。 

南丹市美山大野ダム公園については、南丹市が管理し、㈲ダムパーク･大野を指定管理者

として公園内の維持管理をはじめ周辺環境の整備等に努めています。 

 なお、登録範囲の、大野ダムと虹の湖を管理する京都府大野ダム管理事務所からも、南

丹市美山大野ダム公園を管理する南丹市からも、本登録については理解を得ています。 

 

大野ダムによる洪水調節のようす 

平成１６年当時の新聞紙面 



 

３ 景観の保存、育成及び創造に関する事項 
 

□法律や条例などによる景観上の規制誘導事項 

 美山町域では、緑豊かな自然と美山川の清流、かやぶき民家の景観を有する町として、

美しい風景と町並みを守り育てるため、「美しいまちづくり条例」が定められ、パチンコ

店の立地等ができないよう規制されています。また、優れた自然環境と豊かな情緒の増進

に寄与するため、ホタルを保護する「ホタル保護条例」も定められています。 

 また、大野ダムの敷地内や虹の湖の湖面利用については、大野ダム管理事務所の占用許

可が必要となっています。南丹市美山大野ダム公園内については南丹市の占用許可が必要

であり、私的な目的での利用は厳しく規制されています。 

 

 

□景観づくりの目標像 

大野ダムと南丹市美山大野ダム公園を中核とする一帯

は、府内でも有数のさくら・もみじの名所であり、大野

地区の２大イベントであるさくら祭りやもみじ祭りを通

じて多くの人々が訪れ、地域住民とふれあっています。

また、年間を通じて、四季折々の彩りを映す虹の湖に人々

が集っています。 

今後とも、大野ダム一帯を南丹市民共通の財産として、

四季折々の自然と融合した景観を守り、美山町の西のラ

ンドマークとして、より広いエリアからより多くの人々

に訪れてもらえるよう、さくら祭り・もみじ祭りを中心

に地域振興に取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

□景観づくりの取組                   

 

［現 状］ 

○景観維持活動の実施 

大野振興会では、「自らの地域は、自らで守る」ことを基本として、環境パトロールや

ゴミの持ち帰り運動を推進しています。 

 また、平成２１年１２月には、「さわやかボランティア・ロード事業」の認定を受けま

した。これは、道路の一定区間を定期的に清掃や除草・植栽管理等をボランティア団体が

行う事業であり、大野振興会は大野ダム一帯に沿う府道綾部宮島線の沿道に水仙の球根を

植えるなど、道路環境保全活動にも取り組んでいます。 

 なお、府道綾部宮島線は、大野ダムを起点として、平成２０年１２月に日本風景街道に

登録されています。 

 

さくら祭りのようす 

さくら祭り（府警音楽隊） 



 

 

南丹市には大野ダム公園の適正管理を求め、市は草刈りや倒木処理、ゴミ拾い、トイレ

の清掃など、すみずみまで管理を行っています。 

 

さらに、大野振興会では、大野ダム管理事務所や南丹市と協働し、計画的にさくらやも

みじなどの害虫防除や樹木の剪定などを行い、より自然に近い状態での整備・管理に努め

ています。 

 今後とも、大野振興会が核となって行政や関係機関との協働・連携を進め、大野ダム一

帯の景観を守っていくつもりです。 

 

［課 題］ 

大野ダム公園には、年間を通して１０万人を超える来訪者がありますが、一方では公園

内や河川へのゴミの投棄も増加傾向にあります。 

また、植栽後５０年近くになるさくら・もみじの老木があり、毎年倒木の処理と新しい

植栽が必要となってきている状況があります。 

こうした課題についても、大野振興会が行政と連携して対応していきたい、と考えてい

ます。 

   

［解決のためのアイディア］ 

 大野振興会では、「自らの地域は、自らで守る」という理念を、緑の尐年団活動などを

通じて地域の子どもたちに伝え、次世代に継承しています。環境保全に向けて周知の徹底・

啓発を進めるとともに、行政や関係機関とさらなる協働・連携を進め、適切な維持管理の

体制づくりを進めていきたいと考えています。 

 そのためには、さくら祭り・もみじ祭りや景観資産への登録を通じて、より多くの方に

大野ダム・大野ダム公園の魅力を発信し、その価値を理解していただくことによって、大

野ダム一帯を取り巻く課題の解決に向けた取組に繋がっていくものと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野振興会による 

施肥のようす 
大野振興会による 

植樹のようす 



 

４ 景観を活かしたまちづくりへの展開に関する事項 
 

□景観を活かしたまちづくり活動 

［現 状］ 

○さくら祭り 

南丹市美山町の西の玄関である、大野ダム・大野ダム公園一帯は、四季折々に綾なす美

しい府内有数の行楽地として知られており、この一帯を中心に、昭和６１年、第１回   

「さくら祭り」が開催されました。以降、毎年開催され、現在は大野振興会が中心となっ

て開催しています。２３年４月は東日本大震災の被災者を追悼し中止しましたが、２２年

４月は、「由良川に桜花の香り立つ虹の里」をテーマに、「更なる地域の活性化をめざし、

都市住民との交流の場とし地域住民の努力と感性で築いてきた手作りの催しをこれからも

しっかり受継いでその名をふるさとのほこりにする」ことを目的に開催し、１,０００本の

さくらの下に、２０,０００人もの人々が集い、ふれあいました。 

 

 

                                 

                                               

 

 

 

 

 

 

○もみじ祭り 

平成元年から毎年開催している「もみじ祭り」についても、現在は大野振興会が中心と

なって開催しています。ちなみに２２年１１月は「香り立つもみじに染まる美山の秋」を

テーマに「自然の美しさと環境保全の大切さを手作りのもてなしで開催し、更なる地域の

活性化を図る」ことを目的として、５００本のもみじに包まれて、３,０００人もの人々が

集い、ふれあいました。                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくらが彩る大野ダムと虹の湖 さくら祭りのにぎわいとふれあい 

もみじ祭りのにぎわいとふれあい もみじに染まる大野ダム公園 



 

 

○こいのぼり、大野緑の尐年団など 

 この春には大野振興会が地域で集めた

こいのぼりが、大野ダム公園で揚げられま

した。 

 また、大野ダム公園で花壇づくりに取り

組む「大野 緑の尐年団」の活動を支援しています。 

 

［課 題］ 

○交通アクセス 

自家用車であれば、京都縦貫自動車道の京丹波わちインターや国道２７号、府道綾部宮

島線等でのアクセスに問題はありません。しかし、公共交通機関での来訪は、ＪＲ和知駅

を経由し京丹波町営バスか南丹市営バスを利用することとなりますが、便数に限りがあり

ます。 

 なお、さくら祭りやもみじ祭りなど開催期間中には渋滞が発生することがあるため、駐

車場の誘導等は大野振興会が、公道の交通安全等は南丹警察署の警察官５～６名が、相互

に連携して対応しています。 

 

○地域振興の取り組み 

大野ダム・大野ダム公園一帯で、さくら祭りやもみじ祭りなど豊かな景観を活かした地

域づくりの取り組みを行っておりますが、冬季は積雪により訪れる人も尐なく、大野地区

の活性化をどのように取り組んでいくか、模索しているところです。 

  

［景観を活かしたまちづくり活動のアイデアや方針］ 

今後とも、大野振興会が南丹市や大野ダム管理事務所をはじめとした関係機関と連携し

て、大野ダム・大野ダム公園一帯の景観保全に努めていくとともに、「さくら祭り」や「も

みじ祭り」の開催を通して、大野ダム一帯を訪れる人たちに潤いと安らぎを感じていただ

くとともに、地域の活性化につなげていきたい、と考えております。 

 ついては、本登録を契機に、大野ダム一帯がより一層多くの人々が集い、ふれあい、に

ぎわう、「虹の湖のほとり」となるよう取り組んでいきます。 

 

さくら祭り 

太鼓の演舞 

さくらが映える 

大野ダムと虹の湖 

さくら祭り 

ライトアップ 

京都新聞掲載写真（平成２３年） 



 

５ その他必要な事項 
 

□提案団体の概要 

■ 組織名称 

・美山町大野振興会 

■ 設立年月、主たる事務所の所在地、会員数 

・設 立：平成１３年４月 

・所在地：南丹市美山町大野廣畑１番地２－１ 大野ふれあい館内 

・会員数：８９９名（平成２３年４月１日現在） 

 

■ 設立目的  

・住民の主体的な参加による地域づくりを進めることにより、住民と行政との連携を

深め、地域の発展と円滑な町づくりの推進に資することを目的としています。 

 

■ 役 員 

・会  長 １名 

・副会長 １名 

・企画総務部長及び同副部長 各１名 

・産業部長及び同副部長     各１名 

・文化観光部長及び同副部長 部長１名、副部長２名 

・生涯学習部長及び同副部長 各１名 

・監  事 ２名 

・以外に各部ごとに部員 

 

■ 主な実施事業 

・地域振興や環境景観・農地保全、地域課題の解決 

・生涯学習や体育振興 

・各種講座の開設と住民要望の実現と限界集落対策 

 

■ 景観資産の登録範囲における団体の活動対象範囲 

・景観に関わる自然環境の維持整備 

 

■ 景観資産の登録範囲における団体の活動内容 

・さくら・もみじ祭りの継続的なイベントの実施 

・自然環境の保全・美化活動 

 

  

 

 


